
(57)【要約】

【課題】便器装置のユーザが手を洗うときに、便蓋が邪

魔にならないようにする。

【解決手段】便器本体１１と、便蓋１３と、洗浄水を貯

めるためのロータンクと、ロータンクの上部に設けられ

た手洗い装置３０とを備えた便器装置である。制御部１

０１は、開閉装置１３１による便蓋１３の閉止と洗浄装

置２０１による便器洗浄及びそれに伴う手洗い装置３０

での吐水を連動させる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 便 器 本 体 と 、
　 前 記 便 器 本 体 の 蓋 体 と 、
　 前 記 便 器 本 体 の 洗 浄 水 を 貯 め る た め の ロ ー タ ン ク と 、
　 前 記 ロ ー タ ン ク の 排 水 弁 の 開 閉 を 制 御 し 、 前 記 ロ ー タ ン ク 内 の 洗 浄 水 を 前 記 便 器 本 体 へ
流 し て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ る 洗 浄 装 置 と 、
　 前 記 ロ ー タ ン ク 上 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ロ ー タ ン ク の 水 位 に 応 じ て 吐 水 す る 手 洗 い 装 置 と
、
　 前 記 蓋 体 を 開 閉 す る 開 閉 装 置 と 、
　 前 記 開 閉 装 置 に よ る 前 記 蓋 体 の 閉 止 と 前 記 洗 浄 装 置 に よ る 便 器 洗 浄 及 び そ れ に 伴 う 前 記
手 洗 い 装 置 で の 吐 水 を 連 動 さ せ る よ う に 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓋 体 の 閉 止 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 手 段 と 、
　 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 手 段 と 、 を さ
ら に 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 で 前 記 蓋 体 の 閉 止 が 検 出 さ れ る と 、 前 記 洗 浄 装 置 に
前 記 排 水 弁 を 開 弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ る と と も に 、 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ 、 前
記 第 ２ の 検 出 手 段 で 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 が 検 出 さ れ る と 、
前 記 開 閉 装 置 に 前 記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 便
器 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 蓋 体 の 閉 止 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 で 前 記 蓋 体 の 閉 止 が 検 出 さ れ る と 、 前 記 洗 浄 装 置 に
前 記 排 水 弁 を 開 弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ る と と も に 、 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ る よ
う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 手 段 を さ ら に
備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ の 検 出 手 段 で 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐
水 が 検 出 さ れ る と 、 前 記 開 閉 装 置 に 前 記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 操 作 部 が 受 け 付 け た 所 定 の 操 作 に 基 づ い て 、 前 記 洗 浄 装 置 に 前 記 排
水 弁 を 開 弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ て 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ る と と も に 、 前 記 開 閉
装 置 に 前 記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 操 作 部 は 、 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る リ モ コ ン で あ り 、
　 前 記 操 作 部 が 受 け 付 け た 前 記 所 定 の 操 作 は 、 前 記 リ モ コ ン に 設 け ら れ た 蓋 体 の 閉 止 用 ス
イ ッ チ に 対 す る 操 作 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 操 作 部 は 、 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る リ モ コ ン で あ り 、
　 前 記 操 作 部 が 受 け 付 け た 前 記 所 定 の 操 作 は 、 前 記 リ モ コ ン に 設 け ら れ た 便 器 洗 浄 用 ス イ
ッ チ に 対 す る 操 作 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 便 器 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ロ ー タ ン ク は 、
　 ユ ー ザ が 操 作 す る た め の 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル と 、
　 前 記 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル の 回 転 軸 の 回 転 を 利 用 し て 、 前 記 排 水 弁 の 開 閉 を 行 う た め の 開
閉 機 構 と 、
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　 前 記 回 転 軸 の 回 転 を 検 出 す る た め の セ ン サ と 、 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル で あ り 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル が 操 作 さ れ て 前 記 回 転 軸 が 回 転 し た こ と を 前 記
セ ン サ が 検 出 し た と き に 出 力 さ れ る 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 洗 浄 装 置 に 前 記 排 水 弁 を 開 弁 さ
せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ て 、 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ る と と も に 、 前 記 開 閉 装 置 に 前 記
蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 便 器 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ー タ ン ク の 上 に 手 洗 い 装 置 を 備 え た 便 器 装 置 に 関 し 、 特 に 手 洗 い 装 置 で 手
を 洗 う と き に 便 蓋 が 邪 魔 に な ら な い よ う に し た 便 器 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ロ ー タ ン ク の 上 部 に 手 洗 い 装 置 を 備 え 、 便 器 洗 浄 を 行 っ て ロ ー タ ン ク 内 の 水 位 が 下 が る
と 手 洗 い 装 置 か ら 吐 水 し て 、 ユ ー ザ の 手 洗 水 を 供 給 す る と 共 に 、 洗 浄 水 を 補 給 す る 便 器 装
置 が あ る 。 ま た 、 こ の タ イ プ の 便 器 装 置 で 、 さ ら に 局 部 洗 浄 機 能 を 内 蔵 す る 場 合 は 、 ロ ー
タ ン ク の 前 方 に ケ ー シ ン グ を 備 え 、 こ の ケ ー シ ン グ 内 に 局 部 洗 浄 装 置 に 関 す る 種 々 の 構 成
や 、 便 座 及 び 便 蓋 の 自 動 開 閉 装 置 が 収 容 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ５ ３ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う な 従 来 の 便 器 装 置 ９ ０ ０ で は 、 便 蓋 ９ １ ０ の 開 閉 軸 ９ ２ ０ が ケ ー
シ ン グ ９ ３ ０ の 前 方 に な る と 共 に 、 便 器 本 体 ９ ４ ０ よ り や や 高 い 位 置 に な る 。 こ の た め 、
便 蓋 ９ １ ０ が 開 い て い る と き に は 、 そ の 先 端 ９ １ ０ ａ が 手 洗 い 装 置 ９ ５ ０ に か か っ て し ま
い 、 ユ ー ザ に と っ て 手 が 洗 い に く い こ と が あ っ た 。 特 に 、 背 の 低 い 子 ど も に は 、 手 が 洗 い
に く か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 便 器 装 置 の ユ ー ザ が 手 を 洗 う と き に 、 便 蓋 が 邪 魔 に な ら な い
よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に 従 う 便 器 装 置 は 、 便 器 本 体 と 、 前 記 便 器 本 体 の 蓋 体 と 、 前 記 便 器
本 体 の 洗 浄 水 を 貯 め る た め の ロ ー タ ン ク と 、 前 記 ロ ー タ ン ク の 排 水 弁 の 開 閉 を 制 御 し 、 前
記 ロ ー タ ン ク 内 の 洗 浄 水 を 前 記 便 器 本 体 へ 流 し て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ る 洗 浄 装 置 と 、 前 記
ロ ー タ ン ク 上 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ロ ー タ ン ク の 水 位 に 応 じ て 吐 水 す る 手 洗 い 装 置 と 、 前 記
蓋 体 を 開 閉 す る 開 閉 装 置 と 、 前 記 開 閉 装 置 に よ る 前 記 蓋 体 の 閉 止 と 前 記 洗 浄 装 置 に よ る 便
器 洗 浄 及 び そ れ に 伴 う 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 を 連 動 さ せ る よ う に 制 御 す る 制 御 部 と を 備
え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 と 蓋 体 の 閉 止 と が 連 動 す る こ と に よ り 、 手 洗 い 装 置 で
吐 水 し て い る と き に は 蓋 体 が 閉 ま る の で 、 ユ ー ザ に と っ て は 、 蓋 体 が 邪 魔 に な ら ず に 手 を
洗 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 蓋 体 の 閉 止 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 手 段 と 、 前 記 便 器 洗 浄 の 実
行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 手 段 と 、 を さ ら に 備 え る 。 そ し て
、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 で 前 記 蓋 体 の 閉 止 が 検 出 さ れ る と 、 前 記 洗 浄 装 置 に
前 記 排 水 弁 を 開 弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ る と と も に 、 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ 、 前
記 第 ２ の 検 出 手 段 で 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 が 検 出 さ れ る と 、
前 記 開 閉 装 置 に 前 記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ の 検 出 手 段 で 蓋 体 の 閉 止 が 検 出 さ れ た と き に は 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い
装 置 で の 吐 水 が 実 行 さ れ 、 第 ２ の 検 出 手 段 で 便 器 洗 浄 ま た は 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 の い ず れ
か が 検 出 さ れ た と き に は 、 便 蓋 が 閉 止 さ れ る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ に よ っ て 蓋 体 の 閉 止 ま た
は 便 器 洗 浄 の い ず れ か が 実 行 さ れ た と き に 、 他 方 も そ れ に 連 動 し て 動 作 さ せ る こ と が で き
、 ユ ー ザ が 手 を 洗 う と き に 蓋 体 が 邪 魔 に な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 蓋 体 の 閉 止 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 手 段 を さ ら に
備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 で 前 記 蓋 体 の 閉 止 が 検 出 さ れ る と 、 前 記 洗 浄 装
置 に 前 記 排 水 弁 を 開 弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ る と と も に 、 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ
る よ う に 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ の 検 出 手 段 で 蓋 体 の 閉 止 が 検 出 さ れ た と き に は 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い
装 置 で の 吐 水 が 実 行 さ れ 、 ユ ー ザ に よ っ て 蓋 体 の 閉 止 が 実 行 さ れ た と き に 、 便 器 洗 浄 及 び
手 洗 い 装 置 の 吐 水 も そ れ に 連 動 し て 動 作 さ せ る こ と が で き 、 ユ ー ザ が 手 を 洗 う と き に 蓋 体
が 邪 魔 に な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 手 段 を
さ ら に 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ の 検 出 手 段 で 前 記 便 器 洗 浄 の 実 行 ま た は 前 記 手 洗 い
装 置 で の 吐 水 が 検 出 さ れ る と 、 前 記 開 閉 装 置 に 前 記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ の 検 出 手 段 で 便 器 洗 浄 ま た は 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 の い ず れ か が 検 出 さ
れ た と き に は 、 便 蓋 が 閉 止 さ れ 、 ユ ー ザ に よ っ て 便 器 洗 浄 ま た は 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 が 実
行 さ れ た と き に 、 蓋 体 の 閉 止 も そ れ に 連 動 し て 動 作 さ せ る こ と が で き 、 ユ ー ザ が 手 を 洗 う
と き に 蓋 体 が 邪 魔 に な ら な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 部 を さ ら に 備 え る 。 そ し て 、 前 記 制
御 部 は 、 前 記 操 作 部 が 受 け 付 け た 所 定 の 操 作 に 基 づ い て 、 前 記 洗 浄 装 置 に 前 記 排 水 弁 を 開
弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ て 前 記 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ る と と も に 、 前 記 開 閉 装 置 に 前
記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 操 作 部 に 対 し て 所 定 の 操 作 を 行 う と 、 こ の 所 定 の 操 作 に 基 づ い て
便 器 洗 浄 に 伴 っ て 手 洗 い 装 置 に 吐 水 さ せ る と 共 に 、 蓋 体 を 閉 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 操 作 部 は 、 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る リ モ コ ン で あ り 、 前 記 操
作 部 が 受 け 付 け た 前 記 所 定 の 操 作 は 、 前 記 リ モ コ ン に 設 け ら れ た 蓋 体 の 閉 止 用 ス イ ッ チ に
対 す る 操 作 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が リ モ コ ン の 蓋 体 の 閉 止 用 ス イ ッ チ を 操 作 す る と 、 こ の 単 一 の 操 作
に 基 づ い て 蓋 体 が 閉 止 す る と 共 に 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 操 作 部 は 、 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る リ モ コ ン で あ り 、 前 記 操
作 部 が 受 け 付 け た 前 記 所 定 の 操 作 は 、 前 記 リ モ コ ン に 設 け ら れ た 便 器 洗 浄 用 ス イ ッ チ に 対
す る 操 作 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が リ モ コ ン の 便 器 洗 浄 用 ス イ ッ チ を 操 作 す る と 、 こ の 単 一 の 操 作 に
基 づ い て 便 器 洗 浄 に 伴 う 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 が 実 行 さ れ る と 共 に 、 蓋 体 の 閉 止 が 行 わ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 前 記 ロ ー タ ン ク は 、 ユ ー ザ が 操 作 す る た め の 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル
と 、 前 記 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル の 回 転 軸 の 回 転 を 利 用 し て 、 前 記 排 水 弁 の 開 閉 を 行 う た め の
開 閉 機 構 と 、 前 記 回 転 軸 の 回 転 を 検 出 す る た め の セ ン サ と 、 を さ ら に 備 え る 。 そ し て 、 前
記 操 作 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル で あ り 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル が
操 作 さ れ て 前 記 回 転 軸 が 回 転 し た こ と を 前 記 セ ン サ が 検 出 し た と き に 出 力 さ れ る 信 号 に 基
づ い て 、 前 記 洗 浄 装 置 に 前 記 排 水 弁 を 開 弁 さ せ て 便 器 洗 浄 を 実 行 さ せ て 、 前 記 手 洗 い 装 置
に 吐 水 さ せ る と と も に 、 前 記 開 閉 装 置 に 前 記 蓋 体 を 閉 止 さ せ る よ う に 制 御 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル を 操 作 し て 便 器 洗 浄 を 行 っ た と き に も 、 便 器
洗 浄 に 伴 う 手 洗 い 装 置 で の 吐 水 と 共 に 蓋 体 を 閉 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 便 器 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 便 器 装 置 １ の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 便 器 装 置 １ は 、 便 器 本 体 １ １ と 、 便 座 １ ２ と 、 開 閉 可 能 な 便 蓋 １ ３ と 、 局 部 洗 浄 装 置
に 関 す る 種 々 の 構 成 や 、 便 座 及 び 便 蓋 の 自 動 開 閉 装 置 が 収 容 さ れ て い る ケ ー シ ン グ １ ４ と
、 便 器 を 洗 浄 す る 洗 浄 水 を 貯 水 す る ロ ー タ ン ク ２ ０ と 、 ロ ー タ ン ク の 上 部 に 設 け ら れ た 手
洗 い 装 置 ３ ０ と 、 リ モ コ ン ４ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ロ ー タ ン ク ２ ０ は 内 部 に 排 水 弁 を 備 え て い る 。 こ の 排 水 弁 が 開 か れ る と 、 ロ ー タ ン ク ２
０ 内 に 貯 水 さ れ た 洗 浄 水 が 便 器 本 体 １ １ へ 送 ら れ 、 便 器 洗 浄 が 実 行 さ れ る 。 さ ら に 、 ロ ー
タ ン ク ２ ０ 内 部 に は 、 ロ ー タ ン ク ２ ０ の 側 面 に 設 け ら れ た 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル ２ １ の 回 転
軸 の 回 転 を 利 用 し て 、 排 水 弁 を 開 く た め の 排 水 弁 の 開 閉 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、
ユ ー ザ が 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル ２ １ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 便 器 洗 浄 を 実 行 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 後 述 す る よ う に 、 本 便 器 装 置 １ は 、 排 水 弁 の 開 閉 を 制 御 す る 洗 浄 装 置 ２ ０
１ （ 図 ２ 参 照 ） を 備 え 、 こ の 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に よ る 制 御 に 従 っ て 排 水 弁 を 開 弁 さ せ る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 手 洗 い 装 置 ３ ０ は 、 ロ ー タ ン ク ２ ０ 内 の 水 位 を 検 出 し 、 そ の 水 位 に 応 じ て 吐 水 部 ３ １ か
ら 手 洗 い 用 の 水 を 吐 出 す る 。 吐 水 部 ３ １ か ら 吐 出 さ れ た 水 は 、 ロ ー タ ン ク ２ ０ 内 に 流 れ 込
ん で 、 貯 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 便 器 装 置 １ の 使 用 時 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 便 蓋 １ ３ が 開 放 さ れ た 状 態 で 使 用 さ れ る
。 そ し て 、 便 器 装 置 １ の 使 用 後 、 ユ ー ザ が 手 動 で 便 蓋 １ ３ を 閉 じ る こ と が で き る 。 ま た 、
後 述 す る よ う に 、 本 便 器 装 置 １ は 、 便 蓋 の 開 閉 を 制 御 す る 開 閉 装 置 １ ３ １ （ 図 ２ 参 照 ） を
備 え 、 こ の 開 閉 装 置 が 便 蓋 １ ３ を 自 動 開 閉 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 便 器 装 置 １ の 制 御 に 関 す る 機 能 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 便 器 装 置 １ は 、 リ モ コ ン ４ ０ が 受 け 付 け た 操 作 及 び 各 種 セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 制 御 を
行 う 制 御 部 １ ０ １ と 、 排 水 弁 ２ １ １ の 開 閉 を 制 御 し 、 便 器 洗 浄 を 行 う 洗 浄 装 置 ２ ０ １ と 、
便 器 本 体 １ １ の 洗 浄 ま た は 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 を 検 出 す る 洗 浄 ・ 吐 水 セ ン サ ３ ０ １ と
、 便 座 １ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ の 開 閉 制 御 を 行 う 開 閉 装 置 １ ３ １ と 、 便 座 の 位 置 を 検 出 す る 便 座
位 置 セ ン サ １ ２ ２ と 、 便 蓋 １ ３ の 位 置 を 検 出 す る 便 蓋 位 置 セ ン サ １ ３ ２ と を 備 え る 。 さ ら
に 便 器 装 置 １ は 、 便 座 １ ２ に ユ ー ザ が 着 座 し て い る か 否 か を 検 出 す る 着 座 セ ン サ ８ ０ と 、
ト イ レ 内 に ユ ー ザ が 存 在 す る か 否 か を 検 出 す る 人 体 セ ン サ ９ ０ と を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 上 述 の よ う に 、 排 水 弁 ２ １ １ の 開 放 は 、 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル ２ １ を 操 作 す る こ と に よ り
行 う こ と が で き る と と も に 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に よ る 制 御 に よ っ て 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 同 様 に 、 便 蓋 １ ３ の 開 閉 も 、 ユ ー ザ が 手 動 で 行 う こ と が で き る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １
の 制 御 に よ っ て 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 洗 浄 ・ 吐 水 セ ン サ ３ ０ １ は 、 便 器 本 体 １ １ で の 便 器 洗 浄 の 実 行 、 ま た は 手 洗 い 装
置 ３ ０ で の 吐 水 を 検 出 す る と 、 制 御 部 １ ０ １ へ そ の 旨 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 便 座 位 置 セ ン サ １ ２ ２ は 、 便 座 １ ２ の 位 置 を 検 出 す る 。 例 え ば 、 便 座 位 置 セ ン サ １ ２ ２
は 、 便 座 １ ２ の 位 置 （ 角 度 ） を 検 出 し 、 制 御 部 １ ０ １ へ 通 知 す る 。 制 御 部 １ ０ １ は 、 通 知
さ れ た 便 座 １ ２ の 角 度 及 び 角 度 の 変 化 に 基 づ い て 、 便 座 １ ２ の 開 閉 状 態 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 便 蓋 位 置 セ ン サ １ ３ ２ は 、 便 蓋 １ ３ の 位 置 を 検 出 す る 。 例 え ば 、 便 蓋 位 置 セ ン サ １ ３ ２
は 、 便 蓋 １ ３ の 位 置 （ 角 度 ） を 検 出 し 、 制 御 部 １ ０ １ へ 通 知 す る 。 制 御 部 １ ０ １ は 、 通 知
さ れ た 便 蓋 １ ３ の 角 度 及 び 角 度 の 変 化 に 基 づ い て 、 便 蓋 １ ３ の 開 閉 状 態 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 リ モ コ ン ４ ０ は 、 ト イ レ 内 に 設 け ら れ て い て 、 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る た め の 操 作 ス イ
ッ チ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ は 、 リ モ コ ン ４ ０ の 操 作 受 付 部 ４ １ ０ を 示 す 。 操 作 受 付 部 ４ １ ０ に は 、 便 器 洗 浄 ス
イ ッ チ ４ １ １ 及 び 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ を 含 む 、 複 数 の ス イ ッ チ が 設 け ら れ て い る 。 リ
モ コ ン ４ ０ は 、 い ず れ か の ス イ ッ チ が 押 さ れ る と 、 そ の 押 さ れ た ス イ ッ チ の 種 類 に 応 じ た
信 号 を 制 御 部 １ ０ １ へ 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 再 び 図 ２ を 参 照 す る と 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 各 セ ン サ か ら 通 知 を 受 け た 信 号 の 種 類 に 応 じ
た 処 理 を 実 行 す る 。 例 え ば 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 便 蓋 １ ３ の 閉 止 と 便 器 洗 浄 及 び そ れ に 伴 う
手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 と が 連 動 す る よ う に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ 及 び 洗 浄 装 置 ２ ０ １ を 制 御
す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 す な わ ち 、 リ モ コ ン ４ ０ か ら 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ ４ １ １ が 押 さ れ た 旨 の 信 号 を 受 け る と 、
制 御 部 １ ０ １ は 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ へ 排 水 弁 ２ １ １ の 開 放 を 指 示 す る と と も に 、 開 閉 装 置 １
３ １ へ 便 蓋 １ ３ の 閉 止 指 示 を す る 。 ま た 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 便 蓋 １ ３ が 開 放 さ れ て い る と
き に 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ が 押 さ れ た 旨 の 信 号 を 受 け た と き も 同 様 に 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １
へ 排 水 弁 ２ １ １ の 開 放 を 指 示 す る と と も に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ へ 便 蓋 １ ３ の 閉 止 指 示 を す る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ ４ １ １ 及 び 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ の い ず れ が 操 作 さ れ
た 場 合 で あ っ て も 、 共 通 の 動 作 と し て 便 器 洗 浄 及 び こ れ に 伴 う 手 洗 い 水 の 吐 水 が 実 行 さ れ
る と と も に 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 さ れ る 。 図 ４ は 、 こ の と き の 様 子 を 示 し て い る 。 つ ま り 、 手
洗 い 装 置 ３ ０ で 手 洗 い 水 が 吐 水 さ れ る と と も に 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る の で 、 ユ ー ザ Ａ が 手
洗 い 装 置 ３ ０ で 手 を 洗 う と き に 便 蓋 １ ３ が 邪 魔 に な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 制 御 部 １ ０ １ が 便 蓋 位 置 セ ン サ １ ３ ２ の 出 力 に 基 づ い て 便 蓋 １ ３ が 閉 止 し た こ と
を 検 出 す る と 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ へ 排 水 弁 ２ １ １ の 開 放 を 指 示 し て 、 便 器 洗 浄 を 実 行 す る 。
こ こ で 、 便 蓋 １ ３ が 完 全 に 閉 止 し て い な く て も 、 例 え ば 、 所 定 の 角 度 以 上 便 蓋 １ ３ が 閉 止
さ れ た り 、 あ る い は 、 便 蓋 １ ３ の 閉 止 動 作 が 検 出 さ れ た り し た と き に 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 し
た と 判 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 手 動 で 便 蓋 １ ３ を 閉 止 さ せ た と き で も 、 こ れ に 連 動 さ せ て 便 器 洗
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浄 及 び 手 洗 い 装 置 の 吐 水 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 制 御 部 １ ０ １ が 洗 浄 ・ 吐 水 セ ン サ ３ ０ １ の 出 力 に 基 づ い て 、 便 器 洗 浄 ま た は 手
洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 が 行 わ れ た こ と を 検 出 す る と 、 開 閉 装 置 １ ３ １ へ 便 蓋 １ ３ の 閉 止 指
示 を す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 洗 浄 ・ 吐 水 セ ン サ ３ ０ １ は 、 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル ２ １ の 回 転 軸 に 設 け ら れ た 回 転
角 度 の 検 出 セ ン サ で も よ い 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル ２ １ を 操 作 し て 便
器 洗 浄 を 実 行 し た と き に 、 便 器 洗 浄 ま た は 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 操 作 レ バ ー ハ ン ド ル ２ １ を 操 作 し 、 手 動 で 便 器 洗 浄 を 行 っ た と き
も 、 こ れ に 連 動 さ せ て 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 着 座 セ ン サ ８ ０ 及 び 人 体 セ ン サ ９ ０ か ら の 出 力 に 基 づ い て 、
便 器 洗 浄 ま た は 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る 。 例 え ば 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 人 体 セ ン サ ９ ０ の
出 力 に 基 づ い て 、 ト イ レ 内 の ユ ー ザ を 検 知 し 、 ト イ レ 内 に 滞 在 し て い る 時 間 （ 人 体 検 知 時
間 ） を 計 測 す る 。 ま た 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 着 座 セ ン サ ８ ０ の 出 力 に 基 づ い て 着 座 を 検 出 し
、 ユ ー ザ が 着 座 し て い る 時 間 を 計 測 す る 。 そ し て 、 人 体 セ ン サ ９ ０ が ト イ レ 内 の ユ ー ザ を
検 出 し な く な っ た り 、 着 座 セ ン サ ８ ０ が 離 座 （ 立 ち 上 が り ） を 検 出 し た と き は 、 制 御 部 １
０ １ は 、 人 体 検 知 時 間 及 び 着 座 時 間 に 基 づ い て 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 便 器 洗 浄 を 指 示 し た り
、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 し た り す る 。 以 下 、 具 体 例 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ は 、 便 蓋 の 閉 止 と 便 器 洗 浄 と を 連 動 さ せ る た め の 第 １ の モ ー ド を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 人 体 セ ン サ ９ ０ が ト イ レ 内 の ユ ー ザ を 検 知 す る と （ Ｓ １ ０ １ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 便 座 位
置 セ ン サ １ ２ ２ が 便 座 位 置 を 検 知 す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。 こ こ で 、 便 座 の 位 置 が 開 放 状 態 で な
い 場 合 （ Ｓ １ ０ ２ ： Ｎ ｏ ） 、 着 座 セ ン サ ８ ０ が ユ ー ザ の 着 座 を 検 知 す る と （ Ｓ １ ０ ３ ： Ｙ
ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ は 着 座 時 間 の カ ウ ン ト タ イ マ を 起 動 す る （ Ｓ １ ０ ４ ） 。 そ し て 、 制
御 部 １ ０ １ が 着 座 セ ン サ ８ ０ で 離 座 が 検 出 さ れ る ま で の 着 座 時 間 を 計 測 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 着 座 セ ン サ ８ ０ で 離 座 が 検 出 さ れ る と （ Ｓ １ ０ ５ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ が カ ウ ン ト
し た 着 座 時 間 が 、 所 定 時 間 （ こ こ で は ６ 秒 ） 以 上 で あ る か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ １ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 着 座 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し て い な い と き は （ Ｓ １ ０ ６ ： Ｎ ｏ ） 、 制 御 部 １
０ １ は 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実 行 を 指 示 せ ず に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て 便 蓋 １ ３ の 閉
止 を 指 示 す る （ Ｓ １ ２ １ ） 。 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 は 行 わ れ
ず に 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 着 座 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し た と き は （ Ｓ １ ０ ６ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 す な わ ち 、 ユ ー
ザ が 着 座 し て 便 器 を 使 用 し て い る 場 合 で あ る 。 こ の と き は 、 人 体 セ ン サ ９ ０ が ユ ー ザ を 検
知 し て い る 間 は （ Ｓ １ ０ ７ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 リ モ コ ン ４ ０ の 便 蓋 閉 止 ス イ ッ
チ ４ １ ２ が 押 さ れ た か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ １ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ が 押 さ れ た と き （ Ｓ １ ０ ８ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ま た は 人 体 セ ン サ ９ ０
で ユ ー ザ を 検 知 し な く な っ て か ら ３ 秒 が 経 過 し た と き は （ Ｓ １ ０ ７ ： Ｎ ｏ ， Ｓ １ ０ ９ ） 、
制 御 部 １ ０ １ が 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実 行 を 指 示 す る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て
便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る （ Ｓ １ ２ ２ ） 。 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の
吐 水 が 行 わ れ る と と も に 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 便 座 位 置 セ ン サ １ ２ ２ が 便 座 １ ２ の 位 置 を 検 出 し 、
便 座 １ ２ が 開 放 さ れ て い る 場 合 は （ Ｓ １ ０ ２ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ は 人 体 検 知 時 間 の
カ ウ ン ト タ イ マ を 起 動 し て 、 人 体 セ ン サ ９ ０ で 人 体 が 検 知 さ れ な く な る ま で の 人 体 検 知 時
間 の 計 測 を 開 始 す る （ Ｓ １ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 人 体 検 知 時 間 が 所 定 時 間 （ こ こ で は ６ 秒 ） に 満 た な い う ち に 人 体 セ ン サ ９ ０ が
ユ ー ザ を 検 知 し な く な っ た と き は （ Ｓ １ １ ４ ： Ｎ ｏ ， Ｓ １ １ ５ ： Ｎ ｏ ） 、 制 御 部 １ ０ １ は
、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実 行 を 指 示 せ ず に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て 便 座 １ ２ 及 び 便 蓋 １
３ の 閉 止 を 指 示 す る （ Ｓ １ ２ ３ ） 。 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 は
行 わ れ ず に 、 便 座 １ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 人 体 検 知 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し た 場 合 は （ Ｓ １ １ ４ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 す な わ ち 、
ユ ー ザ が 男 子 小 用 で 便 器 を 使 用 し て い る 場 合 で あ る 。 こ の と き は 、 人 体 セ ン サ ９ ０ が ユ ー
ザ を 検 知 し て い る 間 は （ Ｓ １ １ ６ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 リ モ コ ン ４ ０ で 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ が
押 さ れ た か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ １ １ ７ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ が 押 さ れ た と き （ Ｓ １ １ ７ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ま た は 人 体 セ ン サ で ユ
ー ザ を 検 知 し な く な っ て か ら ３ 秒 が 経 過 し た と き は （ Ｓ １ １ ６ ： Ｎ ｏ 、 Ｓ １ １ ８ ） 、 制 御
部 １ ０ １ は 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実 行 を 指 示 す る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て 便 座
１ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る （ Ｓ １ ２ ４ ） 。 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置
３ ０ で の 吐 水 が 行 わ れ る と と も に 、 便 座 １ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 便 器 を 使 用 し た と み な さ れ る 状 況 に お い て 、 リ モ コ ン ４ ０ に お い
て 便 蓋 閉 止 ス イ ッ チ ４ １ ２ が 押 さ れ る と 、 便 器 洗 浄 に 伴 う 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 と 、 便
蓋 １ ３ の 閉 止 が 連 動 し て 行 わ れ る 。 こ の 結 果 、 ユ ー ザ が 手 洗 い 装 置 ３ ０ で 手 を 洗 う と き に
便 蓋 １ ３ が 邪 魔 に な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 便 座 位 置 セ ン サ １ ２ ２ が 便 座 １ ２ の 開 放 位 置 を 検 出
す る の に 代 え て 、 リ モ コ ン ４ ０ に 設 け た 便 座 開 放 ス イ ッ チ の 操 作 を 検 出 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 図 ６ は 便 蓋 の 閉 止 と 便 器 洗 浄 と を 連 動 さ せ る た め の 第 ２ の モ ー ド を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ２ の モ ー ド に お い て 、 第 １ の モ ー ド と 共 通 す る 処 理 に つ い て は 、 一 部 説 明 を 省 略 し 、
相 違 す る 処 理 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ま で 及 び ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ １ は 、 第 １ の モ
ー ド の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ま で 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ で 着 座 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し た と き は （ Ｓ ２ ０ ６ ： Ｙ ｅ
ｓ ） 、 第 １ の モ ー ド と 同 様 に 、 ユ ー ザ が 着 座 し て 便 器 を 使 用 し た 場 合 で あ る 。 こ こ で 、 人
体 セ ン サ ９ ０ が ユ ー ザ を 検 知 し て い る 間 は （ Ｓ ２ ０ ７ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 便 蓋
位 置 セ ン サ １ ３ ２ の 出 力 が 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 示 す も の か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ２ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 便 蓋 位 置 セ ン サ １ ３ ２ の 出 力 に 基 づ い て 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 さ れ た こ と が 検 出 さ れ た と き
（ Ｓ ２ ０ ８ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ま た は 人 体 セ ン サ ９ ０ で ユ ー ザ を 検 知 し な く な っ て か ら ３ 秒 が 経
過 し た と き は （ Ｓ ２ ０ ７ ： Ｎ ｏ ， Ｓ ２ ０ ９ ） 、 制 御 部 １ ０ １ が 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実
行 を 指 示 す る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る （ Ｓ ２ ２ ２ ） 。
こ れ に よ り 、 ユ ー ザ 操 作 に よ る 便 蓋 １ ３ の 閉 止 と 連 動 し て 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置 ３ ０
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で の 吐 水 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ５ 及 び ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ３ は 、 第 １ の モ ー ド
の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ で 人 体 検 知 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し た と き は 、 第 １ の モ ー
ド と 同 様 に 、 ユ ー ザ が 男 子 小 用 で 便 器 を 使 用 し て い る 場 合 で あ る 。 こ こ で 、 人 体 セ ン サ ９
０ が ユ ー ザ を 検 知 し て い る 間 は （ Ｓ ２ １ ６ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ が 、 便 蓋 位 置 セ ン サ
１ ３ ２ の 出 力 が 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 示 す も の か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ２ １ ７ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 便 蓋 位 置 セ ン サ １ ３ ２ の 出 力 に 基 づ い て 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 さ れ た こ と が 検 出 さ れ た と き
（ Ｓ ２ １ ７ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ま た は 人 体 セ ン サ ９ ０ で ユ ー ザ を 検 知 し な く な っ て か ら ３ 秒 が 経
過 し た と き は （ Ｓ ２ １ ６ ： Ｎ ｏ ， Ｓ ２ １ ８ ） 、 制 御 部 １ ０ １ が 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実
行 を 指 示 す る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て 便 座 １ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る （
Ｓ ２ ２ ４ ） 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ 操 作 に よ る 便 蓋 １ ３ の 閉 止 と 連 動 し て 、 便 器 洗 浄 及 び 手
洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 便 器 を 使 用 し た と み な さ れ る 状 況 に お い て 、 ユ ー ザ が 便 蓋 を 手 動
で 閉 止 さ せ る と 、 便 器 洗 浄 に 伴 う 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 と 、 便 蓋 １ ３ の 閉 止 が 連 動 し て
行 わ れ る 。 こ の 結 果 、 ユ ー ザ が 手 洗 い 装 置 ３ ０ で 手 を 洗 う と き に 便 蓋 １ ３ が 邪 魔 に な る こ
と が な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 図 ７ は 便 蓋 の 閉 止 と 便 器 洗 浄 と を 連 動 さ せ る た め の 第 ３ の モ ー ド を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ３ の モ ー ド も 第 ２ の モ ー ド と 同 様 に 、 第 １ の モ ー ド と 共 通 す る 処 理 に つ い て は 、 一 部
説 明 を 省 略 し 、 相 違 す る 処 理 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ ま で 及 び ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ １ は 、 第 １ の モ
ー ド の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ま で 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ で 着 座 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し た と き は （ Ｓ ３ ０ ６ ： Ｙ ｅ
ｓ ） 、 第 １ の モ ー ド と 同 様 に 、 ユ ー ザ が 着 座 し て 便 器 を 使 用 し た 場 合 で あ る 。 こ こ で 、 人
体 セ ン サ ９ ０ が ユ ー ザ を 検 知 し て い る 間 は （ Ｓ ３ ０ ７ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 リ モ
コ ン ４ ０ の 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ ４ １ １ が 押 さ れ た か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ３ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ ４ １ １ が 押 さ れ た と き （ Ｓ ３ ０ ８ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ま た は 人 体 セ ン サ ９ ０
で ユ ー ザ を 検 知 し な く な っ て か ら ３ 秒 が 経 過 し た と き は （ Ｓ ３ ０ ７ ： Ｎ ｏ ， Ｓ ３ ０ ９ ） 、
制 御 部 １ ０ １ が 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実 行 を 指 示 す る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て
便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る （ Ｓ １ ２ ２ ） 。 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の
吐 水 が 行 わ れ る と と も に 、 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ５ 及 び ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ３ は 、 第 １ の モ ー ド
の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ４ で 人 体 検 知 時 間 が 所 定 時 間 以 上 経 過 し た と き は 、 第 １ の モ ー
ド と 同 様 に 、 ユ ー ザ が 男 子 小 用 で 便 器 を 使 用 し て い る 場 合 で あ る 。 こ こ で 、 人 体 セ ン サ ９
０ が ユ ー ザ を 検 知 し て い る 間 は （ Ｓ ３ １ ６ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 リ モ コ ン ４ ０ で 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ
４ １ １ が 押 さ れ た か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ３ １ ７ ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ ４ １ １ が 押 さ れ た と き （ Ｓ ３ １ ７ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 ま た は 人 体 セ ン サ で ユ
ー ザ を 検 知 し な く な っ て か ら ３ 秒 が 経 過 し た と き は （ Ｓ ３ １ ６ ： Ｎ ｏ 、 Ｓ ３ １ ８ ） 、 制 御
部 １ ０ １ は 、 洗 浄 装 置 ２ ０ １ に 洗 浄 実 行 を 指 示 す る と 共 に 、 開 閉 装 置 １ ３ １ に 対 し て 便 座
１ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ の 閉 止 を 指 示 す る （ Ｓ ３ ２ ４ ） 。 こ れ に よ り 、 便 器 洗 浄 及 び 手 洗 い 装 置
３ ０ で の 吐 水 が 行 わ れ る と と も に 、 便 座 １ ２ 及 び 便 蓋 １ ３ が 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 便 器 を 使 用 し た と み な さ れ る 状 況 に お い て 、 リ モ コ ン ４ ０ に お い
て 便 器 洗 浄 ス イ ッ チ ４ １ １ が 押 さ れ る と 、 便 器 洗 浄 に 伴 う 手 洗 い 装 置 ３ ０ で の 吐 水 と 、 便
蓋 １ ３ の 閉 止 が 連 動 し て 行 わ れ る 。 こ の 結 果 、 ユ ー ザ が 手 洗 い 装 置 ３ ０ で 手 を 洗 う と き に
便 蓋 １ ３ が 邪 魔 に な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 説 明 の た め の 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を そ れ
ら の 実 施 形 態 に の み 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す る こ と な し
に 、 他 の 様 々 な 態 様 で 本 発 明 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 便 器 装 置 １ の 外 観 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 便 器 装 置 １ の 制 御 に 関 す る 機 能 構 成 を 示 す 。
【 図 ３ 】 リ モ コ ン ４ ０ の 操 作 受 付 部 ４ １ ０ を 示 す 。
【 図 ４ 】 手 洗 い 水 の 吐 水 と 便 蓋 １ ３ の 閉 止 が 連 動 す る 様 子 を 示 す 。
【 図 ５ 】 便 蓋 の 閉 止 と 便 器 洗 浄 と を 連 動 さ せ る た め の 第 １ の モ ー ド を 示 す 。
【 図 ６ 】 便 蓋 の 閉 止 と 便 器 洗 浄 と を 連 動 さ せ る た め の 第 ２ モ ー ド を 示 す 。
【 図 ７ 】 便 蓋 の 閉 止 と 便 器 洗 浄 と を 連 動 さ せ る た め の 第 ３ モ ー ド を 示 す 。
【 図 ８ 】 従 来 の 便 器 装 置 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
１       便 器 装 置
１ １     便 器 本 体
１ ２     便 座
１ ３     便 蓋
２ ０     ロ ー タ ン ク
２ １     操 作 レ バ ー ハ ン ド ル
３ ０     手 洗 い 装 置
４ ０     リ モ コ ン
８ ０     着 座 セ ン サ
９ ０     人 体 セ ン サ
１ ０ １   制 御 部
１ ２ ２   便 座 位 置 セ ン サ
１ ３ １   開 閉 装 置
１ ３ ２   便 蓋 位 置 セ ン サ
２ ０ １   洗 浄 装 置
２ １ １   排 水 弁
３ ０ １   洗 浄 ・ 吐 水 セ ン サ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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